
113 34 196 74 23 55 43 88 31 11 115 84 170 112 36 226 14 48 30 3

1 ● 空知 芦別市 芦別中学校生徒会 ● 古紙回収
・生徒会が主体となり、学年ごとに担当地域をまわり、古新聞・雑誌・空き
瓶・段ボールなどを回収、業者に引き渡し。
・リサイクルの大切さを学ぶとともに、生徒の活動資金としている。

● ● ◆

2 ★ ■ 空知 滝川市

滝川市内高校生ボランティ
アチーム「エコ部！」（滝川
市市民生活部くらし支援
課）

● ● ●
きいて、つくって、たのしくたいけ
ん！ECOまつりin美術自然史館

滝川市内高校生ボランティアチーム「エコ部！」に所属する高校生と國學院
大學北海道短期大学部幼児・児童教育学科の学生が中心となり、「環境絵
本読み聞かせ」、「エコキャンドル」、「牛乳パック工作」、「ペットボトル空気
砲」、北海道滝川西高等学校美術部が作成した「エコたきぬりえのブースを
設け、子供達がスタンプラリーをしながら各ブースを回り、「エコたき４ヵ条」
の省エネ、ごみ、リサイクル、自然環境について楽しみながら知識を深める
場を提供しました。
・参加人数：98名

● ● ◆ ◆ ◆ ◆

3 ★ ■ 空知 滝川市

滝川市内高校生ボランティ
アチーム「エコ部！」（滝川
市市民生活部くらし支援
課）

● ● ● エコたきまつりin國學院短大

滝川市内高校生ボランティアチーム「エコ部！」に所属する高校生と國學院
大學北海道短期大学部舛井ゼミの学生有志が、市内外の小学校１年生を
対象に「ごみ」と「リサイクル」をテーマにした環境教育を行いました。
また、２～３年生は北海道電力から講師を招き「省エネ講座」を、小学校４
～６年生は富士通から講師を招き、タッチパネルを使用した「地球環境」の
講座を行いました。それぞれの年齢の興味・関心に合った環境教育を実施
したことで、子どもたちが環境を身近に感じ、自ら考え行動するための土台
作りの一助としました。
・参加人数：189名

◆ ◆ ◆ ◆

4 ★ ■ 空知 滝川市
國學院大學北海道短期大
学部（滝川市市民生活部く
らし支援課）

● ● 地球温暖化防止活動普及大使

①「エコフェスタin 西地区児童センター」／平成28年12月3日（土）
②「エコフェスタin東地区児童センター」／平成29年1月28日（土）
地球温暖化防止活動推進員として、北海道環境財団の講師より環境教育
指導者のワークショップを受講した、國學院大學北海道短期大学部学生生
17名（教職課程２年生：７名、スプリングフィールド大学短期留学生：10名）
が、自作したペープサード（紙人形劇）やゲームを使って、地球温暖化の現
状とその防止策を子どもたちへ伝えました。
・参加人数：47名（西地区／35名、東地区／12名）

● ● ◆ ◆ ◆

5 ★ ● 空知 滝川市
滝川市立江陵中学校、滝
川市立開西中学校（滝川市
市民生活部くらし支援課）

● ● 市内中学校への出前講座

滝川市立江陵中学校２年生１２２名を対象に、滝川市の職員が「ゴミ」と「リ
サイクル」についての環境教育を行いました。
滝川市立開西中学校では、１年生５１名を対象に北海道地球温暖化防止
活動推進員の講師をお招きし、「地球温暖化」と「省エネ」についての講演
会並びにワークショップを実施しました。

● ● ◆ ◆

6 ★ ■ 空知 滝川市
北海道滝川高等学校（滝川
市市民生活部くらし支援
課）

● ●

「地球温暖化の現状とその防止策
について考える」ワークショップと
報告会

 

文部科学省が指定するスーパー・サイエンス・ハイスクール（通称：SSH）に
指定されている北海道滝川高等学校で、マレーシア研修、東北研修に参
加した学生10名が、専門講師から地球温暖化に関するワークショップを受
講し、それぞれが興味・関心を持つ題材について自主研修を行い発表しま
した。

● ● ◆ ◆ ◆

7 ★ ■ 空知 滝川市
エコ部！、國學院大學北海
道短期大学部舛井ゼミ、ま
ちつく６協働事業

● ● ●
「No Rice! No LOFE!～ご飯ですよ
in滝川～」

食育活動の一環として滝川の主要農産物である「お米」について、高校
生、大学生を中心に若い世代が正しい知識を習得するだけなく、イベントで
の食べ比べや利き米などの体験を通じて、幅広い世代が楽しみながら地
産地消に関心を持ち、必要性について学んでもらうことを目的に実施しまし
た。
当日は、学生が作成した米についてのオリジナルパンフレットを配布したほ
か、北海道における米栽培の歴史を紹介した壁新聞の展示、４種類の米
の食べ比べなどを行い、来場した市民の皆さんと交流を楽しみました。　来
場者数：約300名

● ● ◆ ◆ ◆ ◆
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8 ● H25 空知 滝川市 北海道立滝川高等学校 ●
「環境共生」をメインテーマとした理
科教育プログラム

文科省「スーパーサイエンスハイスクール」の指定を受け、「環境共生」を
テーマとした理数教育プログラムの研究開発に取り組んでいる。
・宮島沼巡検、マガンの観察、外来生物調査等の実施
・自ら見いだした課題研究の口頭発表やポスターセッション
・東北地方でのフィールド調査
・マレーシアの熱帯林について調査･研究、プレゼンテーション、地元学生と
の交流

● ● ◆ ◆ ◆

9 ● H12 空知 深川市
深川市立音江小学校さけっ
こクラブ

● サケの放流
・稚魚を水槽で飼育。観察記録をつけて給餌、水替えなどを行い4月に放
流。放流後は感想を発表し自然環境保護についての意識を高めた。

● ◆

10 ● H9 空知 深川市 深川市立多度志小学校 ●
森と川への興味･関心を高める環
境教育～専門機関と連携して～

・桜の種植え（３・４年）、卒業記念植樹（５・６年）、雨竜川の水質調査（３・４
年）を専門機関の協力を得て実施。校区の森と川への興味関心を高め、環
境への意識向上を図っている。

● ● ● ◆

11 ● 空知 深川市 深川市立納内小学校 ● 桜の種植え・桜の植樹
・桜の種植え（３・４年）：桜の実から種を取り、畑に植える
・桜の植樹（６年）：３・４年生で植えた苗木を植樹

● ◆

12 ★ ● H25 空知 深川市

拓殖大学北海道短期大学
ひきがえるバスターズ、深
川市緑町東町内会、深川
市、深川市丸山観光協会

● ●
国内外来生物アズマヒキガエル駆
除活動

任意団体”ひきがえるバスターズ”（主宰：八谷和彦）が主体となり、深川市
の後援のもと、緑町東町内会（会長：松原叡一）、丸山観光協会および市
民ボランティアとの協働の形で、市内一円に猖獗を極める外来生物アズマ
ヒキガエルの駆除活動を行っている。駆除手法に関する調査研究および市
民への普及啓発活動も行っている。

● ● ◆ ◆ ◆

13 ● H17 空知 深川市
深川市、深川市環境衛生
協会

● ● 環境保全研修会
・市民の環境意識の向上と環境衛生事業への理解と推進を図るために講
演会等を実施、H28はリサイクル意識の向上と分別精度の向上を図ること
を目的にガラスびんの再生処理過程を実施、14名参加

● ● ● ◆ ◆

14 ● 空知 深川市
北海道（道立青少年体験活
動支援施設ネイパル深川）

● ふかがわチャンネル
・自然と親しみながら、身近な地域の環境を守っていこうという意欲と、環
境問題について自ら考え、主体的に環境に配慮して行動できる態度を育む
ことを目的に実施、21名参加

● ● ● ● ◆

15 ● H26 空知 深川市
北海道、道教委、（公財）北
海道環境財団、北海道環
境教育等推進協議会

●
環境教育・環境保全活動に関する
プログラム実践講座

・学校や地域における環境教育等の担い手を育成するため、現場で活用
できる知識の習得と体験を重視した研修を実施
・H28は18名が参加し、冬の屋外でできる環境教育プログラムの実践講座
等を実施

● ● ● ● ◆ ◆ ◆ ◆

16 ★ ● H23 空知 新十津川町 とっぷ子どもゆめクラブ ● 森をつくろう
・小学生50名が地域の方々の協力のもと、ヤチダモ（30本）とミズナラ（30
本）の苗木を植樹した。平成28年５月実施、参加者総計115名

● ● ● ◆

17 ★ ● H16 空知 新十津川町 とっぷ子どもゆめクラブ ● 丸太でチャレンジ
・森林が豊富な環境の中での木工体験。平成28年６月実施、参加者総計
60名

● ● ◆

18 ★ ■ H28 空知 新十津川町 新十津川町 ● 環境学習

・北海道地球温暖化防止活動推進員による小学生向けのパワーポイント
による講話のほか、実物の石炭や化石燃料などを用いた環境学習。平成
29年実施、参加者総計17名

● ● ◆ ◆ ◆
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19 ● H21 石狩 札幌市 北海道農業専門学校 ● 地域に愛される環境教育の実践

・BDF燃料の利用
・廃食油の回収、廃食油石鹸製造、堆肥化促進の実験
・雪堆積場でのひまわり栽培、農場内の選定木による薪製造・販売等によ
るCO２削減
・ラウネナイ川清掃　など

● ● ● ● ◆

20 ● H27 石狩 札幌市 札幌第一観光バス(株) ●
環境委員会の設立による環境保
全活動の実施

・環境方針、環境行動計画の策定
・社内体制の整備
・エコドライブ、低公害車の導入、点検・整備、廃棄物の適正処理及びリサ
イクルの推進等

● ● ● ◆

21 ★ ● 石狩 札幌市 (一社）北海道バス協会 ● 環境保全活動

・環境省「COOL BIZ」、「COOL CHOICE」の会員事業者への周知及び協会
内での実施。
・「環境にやさしいバス」(CNGバス、ハイブリッドバス)に対する助成事業の
実施（バス普及事業助成金）。
・「アイドリングストップ」の励行を会員事業者に通知。

● ● ◆ ◆

22 ● H21 石狩 札幌市
北海道ボランティア･レン
ジャー協議会

●
野幌森林公園におけるオオハンゴ
ンソウ防除

・特定外来生物の駆除、自然保護思想の醸成を目的とした、協会会員、一
般市民参加者等による防除活動。
・H27は23名参加

● ● ◆

23 ★ ● H16 石狩 札幌市 （公社）北海道トラック協会 ● 植樹活動
・道内７箇所（札幌市、七飯町、苫小牧市、士別市、清水町、厚岸町、湧別
町）へエゾヤマザクラなど約２２０本を植樹。

● ◆

24 ★ ● H12 石狩 札幌市 （公社）北海道トラック協会 ● 先進環境対応トラック普及促進
・先進環境対応トラック（天然ガス車、ハイブリット車）の普及促進として、車
両導入事業者へ費用の一部を助成。（H28年度ハイブリット車３１台助成）

● ◆ ◆

25 ★ ● H18 石狩 札幌市 （公社）北海道トラック協会 ● グリーン経営認証制度普及促進
・（公財）交通エコロジー・モビリティ財団が行っている、環境保全を目的に
した取り組みを行っている運輸事業者を認定する「グリーン経営認証制度」
の普及促進として、新規・更新申請費用の一部を助成。（28年度)

● ◆ ◆

26 ● 石狩 札幌市
（公財）北海道青少年育成
協会

● クールビズ、節電、リサイクル 夏季軽装、冷暖房のこまめな温度管理、昼休み一部消灯、裏紙の再利用 ● ◆

27 ● H20 石狩 札幌市 （公財）札幌消費者協会 ●

児童会館、小学校、イベント会場で
地域団体と協働した、ゲームを通
じて環境教育

ごみの分別ゲームや環境かるたを活用して、３Ｒや省エネについての理
解・実践を促進。また、子どもにもわかりやすい環境すごろくを作製。

● ● ● ◆ ◆

28 ● H26 石狩 札幌市
札幌市環境プラザ（公益財
団法人さっぽろ青少年女性
活動協会）

●

教職員向け研修「先生のための環
境プラザ見学ツアー＆地域教材の
研究」

環境プラザ見学ツアー、環境プラザオリジナルアクティビティ「葉っぱ図鑑を
つくろう！」体験、CISEネットワークトランクキット体験

● ◆ ◆ ◆ ◆

29 ● H26 石狩 札幌市
札幌市環境プラザ（公益財
団法人さっぽろ青少年女性
活動協会）

●
児童・生徒への学習機会の提供
「幌北小学校への出前授業」

札幌市立幌北小学校のビオトープをフィールドに、生きもの調査をし、豊か
なビオトープを作るための管理に携わることで、生きものの変化や生息環
境について学ぶ授業を実施

● ◆ ◆
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30 ■ H28 石狩 札幌市
札幌市環境プラザ（公益財
団法人さっぽろ青少年女性
活動協会）

●
ＥＳＤ促進集会事業「お家で楽しむ
ゆるカフェ講座」

飲み物（コーヒー、ハーブティ、日本茶）の淹れ方や楽しみ方の実演を行い
ながら、地産地消・有機栽培・フェアトレード・リユースといった視点を伝え、
環境に配慮したライフスタイルの提案を行った。

● ◆ ◆

31 ● H27 石狩 札幌市
札幌市環境プラザ（公益財
団法人さっぽろ青少年女性
活動協会）

●
夏休み自由研究応援講座「小さな
研究者になろう！」

夏休みの自由研究を支援するプログラムの実施
まちの中の樹木調査隊：街路樹調査・押し葉作り・押し葉標本を使った図鑑
の作成

● ◆ ◆

32 ● 石狩 札幌市
札幌市環境局、札幌市教
育委員会

● 札幌市の環境教育

・さっぽろこども環境コンテスト：小中学生による環境活動発表会
・小中学生向けエコライフレポート：エコ行動をチェックするレポートの配付
・小中学校を対象とした環境関連施設見学用の校外学習用バス貸し出し
・札幌らしい特色ある学校教育研究実践校の指定：太陽光パネルの活用、
地域・人材を活用した自然環境をテーマにした学習について研究を実施
など

● ◆ ◆ ◆ ◆

33 ● H9 石狩 札幌市
札幌市環境局、札幌市環
境プラザ

● ●
札幌市環境保全アドバイザー、札
幌市環境教育リーダーの派遣

・環境保全アドバイザー：環境保全の専門家を講師として登録し、研修会、
学習会に講師を派遣、H28は45件、参加者2,926人
・環境教育リーダー：所定の研修会修了者を登録、自然観察会等に派遣、
H28は93件、参加者3,558人

● ● ● ● ◆

34 ★ ■ H28 石狩 札幌市
北海道
（環境生活部環境局生物多
様性保全課）

● 「いきもののつながり」出前教室
・生物多様性を守ることの大切さやアメリカザリガニなどの「指定外来種」に
ついて正しい知識を身につけてもらうよう栗山小学校において出前教室を
開催。平成28年6月実施。２年生：53名、５年生：72名参加。

● ◆

35 ★ ■ H28 石狩 札幌市
北海道
（環境生活部環境局生物多
様性保全課）

● アメリカザリガニに係る出前教室
・「指定外来種」であるアメリカザリガニについて正しい知識を身につけても
らうよう札幌市清田区の福住児童館において出前教室を開催。平成29年1
月実施。児童30名参加。

● ◆

36 ★ ■ H28 石狩 札幌市 北海道シマフクロウの会 ●
シマフクロウについて「学ぶ会」の
開催

・次世代を担う子どもたちに、シマフクロウの保護や生物多様性保全の重
要性について理解を深めてもらうため、円山小学校において「学ぶ会」が開
催。平成28年10月実施。

● ● ◆

37 ★ ■ H28 石狩 札幌市
（公財）札幌市公園緑化協
会

●
「知る・見る カニさん、ザリガニさ
ん」

・豊平川に生育するカニや「指定外来種」であるザリガニについて、親子を
対象とした勉強会を開催。平成28年6月実施。

● ◆

38 ★ ■ H28 石狩 札幌市
北海道、（公財）北海道産
業廃棄物協会

● ●
北海道・環境の未来育成事業（ｾﾐ
ﾅｰ開催）

・「３Ｒ」をテーマにして、若年者層（学生等）を中心に参加者を募り、講演や
企業も参加するワークショップを通じて、環境保全に向け活躍できる業界
や職場への関心と理解の促進を図った。平成29年３月実施、参加者20名。

● ● ◆ ◆ ◆

39 ● H3 石狩 江別市
えべつ地球温暖化対策地
域協議会、江別市

● ● ● ● えべつ環境広場

・団体、企業、教育機関、江別市等が連携し、毎年環境月間の６月に開
催。
・H28は、2日間に約600名が参加
・食材使いきりレシピ講習会、映画上映会、電力自由化に関する講演、スタ
ンプラリー抽選会など

● ● ● ◆ ◆ ◆

40 ● H21 石狩 江別市 江別市 ●
夏休み環境学校「水辺の自然塾」
の実施

・郷土の水辺を身近に感じてもらい、環境保全意識の高揚を図ることを目
的に実施。
・H28は24名が参加、川の中へ入って生物を採取しながら生態観察、川流
れなどを体験後、水槽に入れて観察、図鑑作りを実施

● ● ◆
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41 ● H25 石狩 江別市 江別市 ●
冬休み体験学習「ソーラー発電教
室」の実施

・体験型の環境教育の機会を提供し、日常生活における環境負荷軽減と
環境保全に係る意識を育むことを目的に実施
・H28は58名が参加、地球温暖化・太陽光発電等についての講義、太陽光
発電施設の見学、ミニソーラーメタルカー製作を実施

● ● ◆

42 ● H22 石狩 江別市 江別市 ●
江別市域「空中写真（航空写真）」
を使った出前環境授業

・過去から現在にかけて市内全域を捉えた空中写真を体育館等で展開し
て「出前授業」を実施。授業は酪農学園大学生が担当し、大学生の環境教
育実践の場としても活用
・H28は市内9小学校3～6年345名が参加

● ● ◆ ◆

43 ● H18 石狩 江別市 江別市 ●
ごみ減量体験講座「買い物ゲー
ム」の実施

・ごみ、リサイクルなどの身近な環境問題について興味を持ち、生活スタイ
ルの意識変革を図ることを目的に実施
・運営はNPO法人に委託し、模擬店での買い物、ごみ量のチェック等を行う
ゲームを実施、H28は市内16校985名が参加

● ● ◆

44 ★ ● 石狩 江別市 江別市 ● えべつ市民環境講座
一般公募の市民を対象にさまざまな視点から環境について考える5回連続
の講座  平成28年度参加者延べ159人

● ● ● ◆

45 ★ ■ H28 石狩 江別市 えべつ協働ネットワーク ● ● 出前環境学校
江別市からの委託  放課後児童会を対象にエネルギー・自然環境などを学
ぶ出前環境学校  Ｈ28年度 1５施設で15回＋ イベント3回  延べ参加人数
543人

● ● ● ◆ ◆

46 ★ ● H6 石狩 恵庭市 恵庭市郷土資料館 ● 星空観察会

・天体望遠鏡を使い、四季を通じて月や星などの観察を実施。
・身近な天体に触れ、わたしたちが住むまち、地球、ひいては地球を取り巻
く宇宙について理解を深めることができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
年6回開催　参加者　延125人

● ◆

47 ★ ● H19 石狩 恵庭市 恵庭河川愛護会 ●

ヤマメ稚魚放流
河川清掃
花壇植栽事業
河川パトロール

・漁川・茂漁川にヤマメ稚魚を放流し、参加者（市内小学校３校・333名）に
ヤマメの生態学習や河川愛護意識向上に努めた。
・毎年７月第１土曜日（川の日）に河川愛護会会員の他、市内企業等が参
加して、漁川・茂漁川の河川敷の一斉清掃を実施。約450名が参加。
・河川敷花壇の花苗植栽及び維持管理。
・河川愛護会会員による河川パトロールの実施。

● ● ● ● ◆ ◆

48 ★ ● H20 石狩 恵庭市 恵庭市立松恵小学校 ● 緑の少年団活動

・遠足目的地、帰路のゴミ拾い（全校生徒）
・緑の募金活動（5・6年）
・川の環境保全活動、ゴミ拾い（全校生徒）
・赤い羽根募金活動（全校生徒）
・林間学校、森林学習（全校生徒）　等

● ● ◆

49 ★ ● 石狩 恵庭市 （株）アレフ ● トノサマガエルの捕まえろ大作戦

・えこりん村の「ふゆみずたんぼ」において、「指定外来種」であるトノサマガ
エルを捕獲するとともに、外来種の問題を学習。平成28年7月27日～8月25
日に実施。期間中、トノサマガエル4,418匹、オタマジャクシ17,181匹を捕
獲。

● ● ◆

50 ● H27 石狩 石狩市 石狩市立双葉小学校 ● 北海道版ESD環境プログラム
・全国的にも貴重な自然海浜である石狩浜をフィールドに、体験や調査活
動等を通じて地域の一員としての自分をみつける学習を実施

● ◆

51 ● H27 石狩 石狩市 石狩市立厚田小学校 ● 北海道版ESD環境プログラム
・持続可能な社会づくりに向けて、まちの風力発電所の調査・体験等を元
に「エコライフ宣言」をまとめ、発信。

● ◆
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52 ● H27 石狩 石狩市 石狩市立生振小学校 ●
地域に根ざした体験活動を基軸と
するESDの取組

・ESDカレンダーに基づく各教科等との関連を図った指導の充実
・ESDの視点に立った環境学習の実践
（学校田でのもみまき、田植え、稲刈り、餅つき）
（野菜の栽培、販売、収益金のユネスコ協会等への募金）

● ● ● ◆

53 ● H27 石狩 石狩市 いしかり海辺ファンクラブ ● 石狩海岸における環境保全活動
・石狩海岸のすばらしい環境を未来へ残すことを目的に活動する市民団体
・カントリーコード（利用者心得）の配布、海辺パトロールウォークの実施、
バスツアー、フォーラムの開催

● ● ◆ ◆

54 ● H14 石狩 石狩市 石狩浜夢の木プロジェクト ● 石狩浜における環境教育の実施
・「ふるさと自然塾」修了生による任意団体
・石狩浜・防風林環境保全活動、防風林観察会、植物観察バスツアー、学
習会等の開催等

● ● ◆ ◆

55 ★ ■ H28 石狩 石狩市 コスモスポーツクラブ ● 石狩浜における環境教育の実施 ・石狩浜の海浜植物を利用した草木染体験、クラフト体験、自然体験。 ● ● ● ◆

56 ★ ■ H28 石狩 石狩市 石狩市立花川南小学校 ● 石狩浜における環境教育の実施

・日本海,石狩川,砂丘と砂嘴の形成、自然草原、石狩灯台の位置、石狩湾
の眺望
・フィールドビンゴをしながら海浜植物を観察。実際に海浜植物に触れなが
ら特徴や役割を学ぶ
・砂丘の植物調べ・海側の砂丘浸食面の観察・石狩海岸の貴重性を学ぶ

● ● ● ◆

57 ★ ■ H28 石狩 石狩市 イオンチアーズクラブ ● 石狩市の動物について学ぶ ・石狩市にいる動物について（絶滅危惧種・外来種など） ● ● ◆

58 ★ ● 石狩 石狩市 石狩市立石狩小学校 ● 石狩浜における環境教育の実施

・砂浜海岸の特徴（砂浜ー砂丘（砂丘草原）—海岸林という地形と植生）を
学ぶ。
・石狩海岸の問題点（バギー車による砂丘破壊、ゴミ不法投棄や漂着ゴミ）
を知る。
・三線浜にてゴミ調査をする。

● ● ● ◆

59 ★ ● 石狩 石狩市 石狩市立石狩中学校 ● 石狩浜における環境教育の実施
・石狩海岸の自然と問題点を見る
・ハマナスのジャム作りや移植を通して地元の自然に興味をもつ ● ● ● ◆

60 ★ ● 石狩 石狩市 石狩市立南線小学校 ● 石狩浜における環境教育の実施

・日本海,石狩川,砂丘と砂嘴の形成、自然草原、石狩灯台の位置、石狩湾
の眺望
・フィールドビンゴをしながら海浜植物を観察。実際に海浜植物に触れなが
ら特徴や役割を学ぶ
・砂丘の植物調べ・海側の砂丘浸食面の観察・石狩海岸の貴重性を学ぶ
・ハマナスの実を使用したジャム作り

● ● ● ◆

61 ★ ● 石狩 石狩市 石狩市立南線小学校 ● エネルギー学習
・風車の見学
・発電自転車体験
・地球温暖化の講和とボードゲーム「ガバチョ」

● ◆

62 ★ ■ H28 石狩 石狩市 北海道石狩翔陽高等学校 ● 石狩浜における環境教育の実施

・はまなすの丘公園　散策
・石狩浜海浜植物保護センター観察園、再生園見学
・石狩浜のクレーター観察
・バス車中よりカシワ林観察

● ● ● ◆
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63 ● H21 石狩 北広島市 北広島市 ● 環境啓発事業

・子どもたちが環境全般についての意識を高めることを目的に、各小中学
校に市が講師を派遣し、以下のメニューを実施
・自然観察会、エコ講座、地球温暖化防止講座、エコクッキング、きたひろ
のごみ事情、その他希望に応じ

● ◆ ◆ ◆

64 ● H18 石狩 当別町 (有)下段モータース ●

当別町ふれあいバスの燃料をバイ
オディーゼル燃料に転換しCO2を
削減

・家庭や事業所等から排出される廃食用油を収集し、バイオディーゼルを
精製、当別町で運行している「ふれあいバス」の燃料として活用。
・環境に配慮した取組が、地域の公共交通機関の運営維持にも繋がって
いる。
・H20～町内小学５年を対象に「交通と環境」に関する授業を実施

● ● ◆

65 ● H23 後志 小樽市 北海道ワイン(株) ●
節電による省エネ化と食品リサイ
クルによる環境保全

・ワイン発酵と貯蔵を兼ねるタンクの冷却用排水をヒートポンプで熱交換、
機器洗浄用温水として再利用するほか、事務所内の冷暖房にも活用。
・ワイン製造工程で発生する果実の絞り粕を堆肥化、一部は養羊業へ飼料
として提供。

● ◆

66 ● H20 後志 島牧村 島牧村立島牧中学校 ● 島牧村海岸清掃
・本目海岸の清掃・花の苗植えを通して、生まれ育った地域への感謝の気
持ちや協力して取り組む態度を育む。

● ◆

67 ● S54 後志 島牧村 島牧村教育委員会 ● 少年ふるさと教室

・島牧の自然や産業を体験学習を通して知り、その大切さなどを学ぶことを
目的に実施
・H28は「川から学ぼう」と題して川の様子や水中・周辺生物の様子を調べ
る体験学習を実施

● ◆

68 ● H19 後志 島牧村 島牧村 ●
第１０回島牧村「森･川・海づくり」
植樹会

・森が育むきれいな空気や水、その水が流れ込む豊かな海を未来に残す
ため、植樹活動を実施
・H28は小学生を含む村民・関係者44名によりミズナラ・ブナの苗木170本
を植樹

● ● ◆

69 ● H26 後志 ニセコ町
尻別川の未来を考えるオビ
ラメの会

●
尻別川のイトウ再導入による生物
多様性と水辺環境の保全

・イトウ再導入を目的としたカシュンベツ川における飼育池の設置、町民、
関係者見学の下、イトウ親魚約40尾から採卵し、人工授精を試みた。

● ◆

70 ★ ● H24 後志 ニセコ町 ニセコ町 ● ● 水生昆虫観察会
7月と8月の2回、町内のルベシベ川で水生昆虫の観察、採取を行った。7月
は旭川大学の講師の下、水生昆虫の仕分作業、顕微鏡での観察、水生昆
虫のスケッチ作成。

● ● ◆

71 ★ ■ H29 後志 ニセコ町 暮らしと森 ● ● ● ●

自伐林業による森林の多面的機
能発揮への取り組み。

自伐林業に必要な知識、講習を町民とともに習得し、実践する。低コストで
壊れない奈良型作業道を敷設、敷設した作業道を用いて、長期間に渡って
間伐、搬出を繰り返す。長伐期択伐方式の施業を豪雪地帯であるニセコ版
の方法を導き出す。中山間地域であり、環境モデル都市のニセコ町だが、
森林資源の活用が弱いため、町民参加型の自伐型林業方式にて、列状間
伐や皆伐を用いない方式にての永続的な森林管理と資源活用のモデルを
構築することと、環境低負荷型林業と事業化を促す活動。

● ● ● ● ◆ ◆

72 ● H13 後志 泊村 泊村立泊小学校 ● 海浜清掃
・スクールバスに乗車し、盃・興志内・茅沼の３カ所を清掃。漂着ごみにつ
いての課題認識や協力して取り組む姿勢を育む。

● ● ◆

73 ★ ● 胆振 室蘭市 室蘭市立海陽小学校 ●
総合的な学習の時間
「大好きイタンキ」

・「鳴り砂」や「ビオトープ」での観察を通して、環境保全に係る理解を深め
る。

● ● ◆
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74 ★ ■ H28 胆振 室蘭市 室蘭市立高砂小学校 ●
総合的な学習の時間
「室蘭の環境とエネルギー」

・外部講師を招き、地形、気候等を踏まえた、エネルギー供給のベストミッ
クスについて理解を深める。
・風力発電所、水素ステーション、エネファーム等の施設見学。

● ● ◆ ◆

75 ★ ● 胆振 室蘭市 室蘭市立旭ヶ丘小学校 ● 総合的な学習の時間
・外部講師を招き、「鳴り砂」を通して身近な環境問題に興味関心をもち、
環境保全に係る学習を深める。

● ● ◆ ◆

76 ★ ■ H28 胆振 室蘭市 室蘭市立蘭北小学校 ●
総合的な学習の時間
「環境プロジェクト」

・外部講師を招き、北海道に生息する特徴的な生き物（ヒグマ）の生態につ
いて学習し、自然界との共存、環境保護について理解を深める。

● ● ◆ ◆

77 ★ ● 胆振 室蘭市 室蘭市立陣屋小学校 ●
総合的な学習の時間
「地域の自然を調べよう」

・外部講師を招き、外来生物が在来種を駆逐している実態を地域の中から
発見していく。
・実際の生物を見ながら体験的な環境保護に係る学習を行う。

● ● ◆ ◆

78 ★ ● 胆振 室蘭市 室蘭市立本室蘭小学校 ●
総合的な学習の時間
「わたしたち探検隊」

・外部講師を招き、外来生物が在来種を駆逐している実態を近隣の公園で
教えてもらう。
・実際の生物を見ながら体験的な環境保護に係る学習を行う。

● ● ◆ ◆

79 ★ ● 胆振 室蘭市 室蘭市立白鳥台小学校 ●
総合委的な学習の時間
「白鳥台・室蘭の自然」

・外部講師を招き、室蘭、白鳥台の自然や生き物についての話を聞く。
・ビオトープで野外観察活動を行う。
・地域の自然や生き物を大切に守っていく活動や自分たちにできることをま
とめる。

● ● ◆ ◆

80 ★ ● 胆振 室蘭市 室蘭市立喜門岱小学校 ●
総合的な学習の時間
「春の恵み山菜を味わおう」

・学校周辺の野山にある春の恵み「山菜」を知る、探す、食する活動を通し
て、自然とふれあう喜び、季節限定の食文化の素晴らしさを感じる。

● ● ● ◆

81 ★ ● 胆振 室蘭市 室蘭市立室蘭西中学校 ●
特別活動
「電信浜海浜清掃」

・電信浜海岸の清掃を通して、生まれ育った地域への感謝の気持ちや協
力して取り組む態度を育む。

● ● ● ◆

82 ★ ● 胆振 室蘭市
室蘭イタンキ浜鳴り砂を守
る会

●
イタンキ浜鳴り砂海岸清掃保全活
動

イタンキ浜の鳴り砂の汚染防止、海岸環境の悪化防止と保全のため、市民
とともに海岸清掃を行った。

● ◆ ◆

83 ★ ● 胆振 室蘭市
ＮＰＯ法人ビオトープ・イタ
ンキin室蘭

● 市民ホタル観察会
公園に造成されたビオトープで、ヘイケボタルの観察会を行った（参加者の
べ１４９名）。

● ◆

84 ★ ● 胆振 室蘭市
ＮＰＯ法人河川環境セン
ター知利別川を愛する会

● ● ● 知利別川環境学習フェスタ２０１６
室蘭市内知利別川で、川をテーマにした体験や展示などを行う環境学習
フェスタを開催した（来場者数２７１名）。

● ● ◆
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85 ★ ● H21 胆振 室蘭市
胆振総合振興局保健環境
部環境生活課

● いぶりガイアナイト２０１６
「北海道クールアース・デイ」のイベントとして、こども向けのおはなし会、ハ
ンドベルミニコンサート、キャンドル点灯式等を行い、静かに地球環境につ
いて考える時間を過ごした（参加者９４名）。

● ◆

86 ★ ● H23 胆振 室蘭市
胆振総合振興局保健環境
部環境生活課

● いぶりフードマイレージ
食からのＣＯ２排出削減の取組である、食育や地産地消にもつながる「フー
ドマイレージ」の考え方を地域に定着させ、地球温暖化対策を促進するた
め、パネル展示及び啓発物品の配布を行った。

◆

87 ★ ● H23 胆振 室蘭市
胆振総合振興局保健環境
部環境生活課

● いぶりウォームビズ
職場や各家庭で容易に取り入れることができる「ウォームビズ」について広
く普及させ、地球温暖化対策及び省エネ行動を促進するため、パネル展示
及び啓発物品の配布を行った。

◆

88 ● H16 胆振 苫小牧市
苫小牧市（苫小牧市環境基
本計画推進会議）

● ● ●
市民・事業者・市の協働取組によ
る事業

・市民・事業者・市の三者協働で組織する会議により企画・推進
・H28は小学生を対象とした河川の生物・水質調査や、市民を対象としたエ
コ・クッキング教室、エコ川柳やエコ短歌、ポスター等のコンテスト、エコ企
業見学会を実施

● ● ● ◆

89 ● H22 胆振 苫小牧市 苫小牧市 ● エコドライブ講習会等の実施
・エコドライブ普及促進のため実施
・H28は市内商業施設でJAFインストラクターによる講演、シュミレーター体
験を実施、延べ70人が参加

● ● ● ◆

90 ● H10 胆振 苫小牧市 苫小牧市 ●
出前講座
苫小牧市環境白書

・出前講座：市民や学校などの要請に応じて職員が地球温暖化対策等に
ついての講座を実施、H28は要請はなかったが、市内公共施設の数ヶ所に
てエコドライブシュミレーター等の体験を行い、環境啓発に努めた
・環境白書：市民が環境問題に関心を持ってもらい、環境保全活動に取り
組む一助としてもらうために発刊

● ● ◆ ◆

91 ● H23 胆振 苫小牧市 苫小牧市 ●
わが家の節電コンテスト2015オー
タム

・参加世帯の前年同期間の電気使用量を比較し削減量又は削減率が大き
い上位世帯を表彰。
・H28は51世帯が参加、平均12kWｈ、1.68%削減

● ● ◆

92 ● H23 胆振 苫小牧市 苫小牧市 ●
苫小牧市エコオフィス宣言・苫小牧
市エコドライブ宣言

・エコドライブ宣言：エコドライブを宣言し実践している市民を募集、H28年度
末現在4,149名が宣言
・エコオフィス宣言：エコオフィスを宣言し、実践する事業所を募集、H28年
度末現在258事業所が宣言

● ◆

93 ● S48 胆振 苫小牧市 苫小牧市 ● 月間啓発事業

国で定めた月間にあわせた啓発事業の実施
・環境月間（6月）：懸垂幕・のぼりの掲示、庁内放送、広報、新聞への掲
載、職員のエコドライブ推進
・地球温暖化防止月間（12月)：パネル展

● ◆

94 ● H21 胆振 苫小牧市 苫小牧市 ● 環境教育副読本
・ごみと環境に関する興味・関心を持ち、自発的に行動する意欲の高揚を
目的として、副読本を作成し市内の小学校及び中学校に配付

● ◆

95 ● H19 胆振 苫小牧市 苫小牧市 ● 環境戦隊０５３ファイブ
・ごみの分別とリサイクルの推進、ぽい捨ての禁止などを子ども達に伝える
ために、各種イベントに環境戦隊０５３ファイブが出演し、啓発活動を実施

● ◆
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96 ● H18 胆振 登別市
NPO法人登別自然活動支
援組織モモンガくらぶ

●
100年につなげる森づくり「ふぉれ
すと鉱山里山づくり｝

・100年後に引き継ぐ里山づくりを目的とした市民・団体・企業・行政が連携
した取組
・里山拠点小屋「百年ごや」づくり、フットパス・散策路の整備、里山の手入
れ、森づくり総合計画懇話会の開催

● ● ● ● ◆ ◆

97 ● 胆振 登別市 登別市立鷲別小学校 ● ボランティア清掃活動 ・児童会三役で呼びかけプリントを作成し、通学路のごみ拾いを実施 ● ◆

98 ● S51 胆振 登別市 登別市立幌別東小学校 ●
緑化活動
自然体験学習

・新1年生の記念植樹、学校花壇、学級農園
・ふぉれすと鉱山を活用した自然体験学習
・ふれあい農園活動への参加

● ◆

99 ★ ● 胆振 登別市 登別市若草小学校 ● ●

①再生可能エネルギーパネル展
②「子ども環境家計簿」の作成
③全校美化デー
④自然体験学習

①再生可能エネルギーパネルの廊下への設置
②全校児童による「子ども環境家計簿」の作成
③全校児童による年５回の校舎の外回り清掃
④ふぉれすと鉱山を活用した自然体験学習及びふれあい農園活動への参
加

● ◆

100 ★ ■ H28 胆振 登別市 登別市立富岸小学校 ●

緑化活動
自然体験学習
環境教育

・小学3年生による｢キウシト湿原｣での自然体験学習
・｢キウシト湿原｣における環境ボランティアと共同での外来種植物の駆除，
清掃
・校内での再生可能エネルギーについてのパネル展示

● ● ● ● ◆

101 ★ ● 胆振 登別市 登別市立青葉小学校 ● ● キウシト湿原自然体験活動
・キウシト湿原の生き物にふれる
・キウシト湿原の自然（昆虫、植物等）を調べる
・キウシト湿原の自然を守るために考える

● ◆

102 ★ ● 胆振 登別市 登別市立青葉小学校 ● ● 再生エネルギーパネル展 ・再生エネルギーパネル展を開催し、資源について考える ● ◆

103 ● 胆振 登別市 登別市 ● 環境ポスター展

・夏休みに市内の小学生を対象として、地球温暖化防止、自然環境の保
護、資源リサイクル、廃棄物削減等をテーマとしたポスターを募集、受賞作
品を市内大型店に展示
・H28は261点の応募があり各賞合計22点を表彰、受賞作品の展示を実施

● ◆

104 ● H20 胆振 登別市
登別市・登別市環境保全市
民会議

● ● 子ども環境家計簿の実施

・市内の小学生を対象として「のぼりべつ子ども環境家計簿」を作成し、夏
休み・冬休みを利用して取り組んでもらう。
・H28は夏・冬あわせて全児童数の約78％が実施、結果を登別市環境白書
等で公表。

● ◆

105 ● 胆振 登別市 登別市 ● 環境講演会
・環境保全に係る市民への普及・啓発を目的として実施
・H28は地元NPO法人による講演を実施、約100名が参加

● ● ◆ ◆

106 ★ ● H20 胆振 白老町 白老町環境町民会議 ●
①夏の川塾
②環境セミナー

①夏休み期間中、小学生～中学生を対象にポロト湖周辺で自然環境や水
生生物等に
　ついてのフィールドワーク教室を開催　H28参加者　３３名
②環境全般に関する知識や理解を深めることを目的に、全町民を対象に
　環境セミナーを開催

● ◆
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107 ★ ● H13 胆振 白老町 ウヨロ環境トラスト ● ウヨロの森　森づくりプログラム
ウヨロ川流域の自然環境保全活動や、白老町の里山や河川などをフィー
ルドに、環境ボランティア活動や環境教育活動を実施

● ◆

108 ★ ● H11 胆振 白老町
萩の里公園管理運営協議
会

●
萩の里公園の整備・管理運営
自然体験学習

萩の里公園の環境整備（雑木林の間伐作業、清掃活動等）や自然を活用
した観察会やウォーキングイベント等を行った

● ◆

109 ★ ■ H28 胆振 白老町 ヨコスト湿原友の会 ●
ヨコスト湿原清掃活動
自然観察会

ヨコスト湿原周辺のごみ拾い、ヨコスト湿原に生息する動植物の観察会を
実施

● ◆

110 ★ ● 胆振 洞爺湖町 洞爺湖町 ● 出張環境教室
・虻田小学校の５年生を対象に、町有の生ごみ堆肥化施設、洞爺湖中島
や火力発電所等を見学することで、自然環境問題の学習機会を提供し、地
域の自然を自ら守る意識を育てる。

● ● ◆ ◆

111 ★ ● 日高 新ひだか町
新ひだか町立静内中学校
生徒会

● 古紙回収
・生徒会が主体となり、学年ごとに担当地域をまわり、古新聞・雑誌等を回
収、業者に引き渡し。
・リサイクルの大切さを学ぶとともに、生徒の活動資金としている。

● ● ◆

112 ★ ■ H28 日高 新ひだか町 新ひだか町立桜丘小学校 ● 桜の種植え・桜の植樹 ・桜の植樹（６年） ● ● ◆

113 ● H10 渡島 函館市 函館三育小学校 ●
環境保全活動、農業、地域環境教
室等

・田植え・稲刈り実習、アイガモ飼育
・そば・大豆の栽培と蕎麦・豆腐づくり
・ミニ風力発電システム、ミニソーラー発電システム、ペレットストーブ等を
導入しての地域環境学習
・NPO法人の協力を得ての蒜沢河畔林再生プロジェクトの実践

● ● ● ◆ ◆

114 ● H5 渡島 函館市 函館市 ● 環境ふれあい教室
・環境保全啓発事業の一環として小学生とその保護者を対象に自然観察･
講話等を実施
・H28は水生生物の捕獲・調査と屋内学習会を実施

● ● ◆

115 ● H24 渡島 函館市
函館市地球温暖化対策地
域推進協議会

● ● ● 市民ノーマイカーデー

・マイカー利用を控え、環境にやさしい公共交通機関等へ転換するための
きっかけづくりとして実施、バス乗車券、市電割引券等を提供し参加を呼び
かけた。
・H28は延べ1,301人が参加、2,322kgのCO2削減効果があった。

● ● ◆

116 ● H21 渡島 函館市

函館市、函館市地球温暖
化対策地域推進協議会、
函館地方気象台（H26)、
（公財）北海道環境財団

● ● ● ● ●

地元学生と地球温暖化について考
える講演会（温暖化防止市民講
座）

・地球温暖化防止の必要性について市民が考える機会としてH21から市民
講座を実施。
・H26から市内の大学・高専・高校生をパネリストに迎え、来場者参加型の
イベントとして実施
・H28は講演、パネルディスカッション、展示等を行い、70人が参加

● ● ◆ ◆ ◆

117 ● H25 渡島 函館市 函館電子(株) ●
高効率･長寿命・省エネルギーで地
球にやさしい職場づくり

・半導体の電子部品製造工程において、省エネルギー化や使用設備の改
善を図るとともに、従業員を対象とした環境教育、省エネパトロール等、職
場環境改善に向けた取組を実践。

● ● ◆
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118 ● H24 渡島 七飯町 大沼ラムサール協議会 ●

①大沼及び流域の保全･再生
②ワイズユース
③交流学習（大沼ラムサール隊）

①外来種の普及啓発イベントの実施
②地域の保育園や小学校、高校への環境教育活動
③大沼ラムサール隊（大沼流域に住む小学４～６年生）による環境学習、
他湿地との交流会の実施
④地域で活動する研究者の地元への研究成果報告会の実施

● ● ● ● ◆ ◆

119 ● 渡島 森町
北海道（道立青少年体験活
動支援施設ネイパル森）

● 森の仲間たち

・身近な自然とふれあう体験を通して、自然の魅力や不思議さに対する興
味や関心を高め、地域の豊かな自然を守っていこうとする意欲や態度を育
成することを目的に、36名参加。

● ● ● ● ◆ ◆

120 ★ ● H3 渡島 八雲町
クリーン熊石運動推進委員
会

● クリーンアップ作戦

「クリーンで潤いのある快適な町の創造を図ること」を目的として平成3年に
結成され、八雲町熊石地域の町内会や、小中学校、郵便局などの職域団
体、計30団体で構成されている。毎年春と秋の2回（各40日間）をクリーン
アップ強調期間として、国道沿いや海岸線、住居周辺のゴミ拾いなどの環
境美化活動を展開している。

● ● ◆

121 ★ ● H27 渡島 八雲町 八雲町立東野小学校 ● クリーン作戦

全校児童と職員で校区内の清掃活動に取り組んでいる。学校行事の勤労
生産・奉仕的行事の時間を1時間をつかい、全校児童を縦割り班4班に分
けて各方面に分かれて実施している。平成29年度は、5月2日に実施、児童
34名職員10名が参加。

● ● ◆

122 ★ ● 渡島 八雲町 八雲町立野田生中学校 ● 花いっぱい運動
・野田生地区連絡協議会と連携し、野田生中学校花壇の整備とプランター
づくりに取り組んでいる。プランターについては、野田生地域内の沿道に設
置されている。

● ● ● ◆ ◆

123 ★ ● 渡島 八雲町 八雲町立野田生中学校 ● クリーン作戦
・町内４企業にボランティアとして協力していただき、校区内の清掃活動に
取り組んでいる。

● ● ● ◆ ◆

124 ★ ● 渡島 八雲町 八雲町立野田生中学校 ● 自然体験学習
・夏季休業中に、1年生を中心に全校生徒にも呼びかけ実施しており、参加
は任意である。内容としては、地域の自然に詳しい講師の方を招き、野田
追川周辺の自然をテーマに実施している。

● ● ● ◆ ◆

125 ★ ● 渡島 八雲町 八雲町立熊石中学校ＰＴＡ ● ペットボトルキャップの回収
ＰＴＡ生活委員会が主体となり、ペットボトルキャップを回収し、ペットボトル
キャップ回収によるブナの植樹活動に取り組んでいる民間企業に寄付す
る。

● ● ● ◆

126 ★ ● H22 上川 旭川市
旭川市容器包装削減推進
連絡会

● 容器包装削減推進運動

容器包装簡素化に係る啓発，推進
・容器包装簡素化学習会及び展示会の開催
・マイバッグ持参・簡易包装推進啓発活動の実施
・簡易包装推進に関する周知　など

● ● ● ◆ ◆

127 ★ ● H27 上川 旭川市 旭川市 ● おもちゃの修理屋さん
リユースの意識啓発を促進するため，市民の持ち込んだ壊れたおもちゃを
修理する。おもちゃの診断から修理までを旭川工業高校生が行う。

● ● ● ◆

128 ★ ● H27 上川 旭川市 旭川市 ● おもちゃとえほんのくるくる広場
リユースの意識啓発を促進するため，家庭で使用しなくなったおもちゃや絵
本を必要な人へ引き渡す交換会。広報や当日の対応などをおやこ寺子屋
と協働で行う。

● ● ● ◆ ◆
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129 ★ ● H27 上川 旭川市 旭川市 ● 廃食用油を使った石けんづくり
廃食用油とペットボトルを使って簡単に石けんを作る方法を学ぶ体験会。
実際の計量作業や参加者への説明等を教育大生が行う。

● ● ● ◆ ◆ ◆

130 ★ ■ H28 オホーツク 旭川市
北海道（オホーツク東部森
林室）

● 地域材を利用した小学校改築
地域材を利用して改築された北見市立留辺蘂小学校3年生を対象に、道
有林内の伐採現場見学会を開催。

● ◆

131 ● H27 上川 旭川市
北海道（上川総合振興
局）、民間山岳ガイド会社

● ●
登山道保全技術セミナーの開催
「たまには山に恩返し」

・行政・民間会社・一般登山者の協働による荒廃した登山道の補修及び保
全技術セミナーの実施
・H28は32名参加

● ● ● ◆ ◆

132 ★ ● H17 上川 旭川市

旭川市市民活動交流セン
ターCoCoDe（指定管理者：
NPO法人旭川NPOサポート
センター）

● キャンドルナイトin旭川

・電気を消してキャンドルを囲み、エネルギーに頼らない「スローライフ」を
実感することを目的とし、フリーマーケット、蜜蝋キャンドルづくり、マイエコ
バッグづくり等を年2回（6月、12月）実施
・6月は330名、12月は690名が来場

● ● ◆

133 ★ ● 上川 旭川市
一般社団法人旭川地区ト
ラック協会

● トラックふれあいフェスティバル
・エコドライブによるCO2の削減及び交通安全に対する市民意識の高揚を

図るため、エコドライブのパネル展示や啓発資材の配布、環境忍者「えこ之
助」によるPR等を実施

● ● ◆ ◆

134 ★ ■ H28 上川 旭川市 北海道（上川総合振興局） ● ● 自然観察会（スノーシューツアー）
・大雪山の自然に精通したガイドが、親子連れを含む参加者に対して、自
然解説を交えながら森の散策及び雪遊び体験を実施

● ● ◆

135 ● H22 上川 旭川市 (株)アンビエンテ丸大 ●
異業種の機能連携による廃棄物
の地域内循環利用

・廃棄物（バークと鶏ふん）を利用し、良質な堆肥を製造。
・この堆肥を使用して近隣農家が栽培したトマトでジュースを製造・販売し、
廃棄物の地域内循環活用に取り組んでいる。
市内の食品加工会社や近隣農家との連携を図り、食品残さを活用した堆
肥製造も行っている。

● ● ◆ ◆

136 ★ ● H14 上川 名寄市 名寄市ほか10市町村 ● ● 天塩川クリーンアップ大作戦
・天塩川（及び名寄川、剣淵川）流域11市町村が主催し、地域住民の参加
と協力を募り、一斉に河川敷の清掃・ゴミ拾い等取り組みを実施している。

● ● ◆ ◆

137 ★ ● 上川 名寄市
名寄市環境衛生推進員協
議会

● ● 清掃週間
・5月9～15日を春の清掃週間、10月10～16日を秋の清掃週間と位置づ
け、市内の清掃活動を実施。
・環境衛生推進員による最終処分場周辺のごみ拾い活動を実施。

● ● ◆

138 ★ ■ H28 上川 富良野市
富良野市教育委員会（生涯
学習センター）

●
富良野市の環境教育（東大演習
林・森林学習プログラム）

・東京大学北海道演習林を利用し、森林学習のプログラムを試行実施。
・北海道教育大旭川校と連携し、森林学習プログラムを開発。
・市内小中学校４校で実施。
・ガイドの育成の研修を17回実施。

● ◆ ◆ ◆ ◆

139 ● H7 上川 鷹栖町 鷹栖町立北野小学校 ● オアサラッペ川水質調査
・水質調査を通して、川の汚染の実態や原因をとらえ、前回調査と比較し
河川保護の必要性や実践的な行動について考えさせる。
・毎年５・６年で継続実施することで６年が５年を主体的に指導。

● ● ● ● ◆ ◆
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140 ● S43 上川 東川町
東川町大雪山国立公園保
護協会・東川中学校

● ●
東川町大雪山愛護少年団による
環境保全・自然体験活動

・中学生を対象とした少年団を結成、指導には教員、山岳愛好家、町の関
係者が従事。S４３からの長年にわたる取組
・天人峡クリーンウォーク（ごみ拾い・登山）、山の祭り参加、花の写真撮
影・旭岳清掃登山等

● ● ● ● ◆

141 ● 上川 美瑛町 宮本バス(株) ● 地球温暖化防止の取組
暖気運転、休憩時のエンジン停止、定期点検・整備、燃料消費率の社内提
示、エコ車への順次入れ替え等

● ◆

142 ● 上川 南富良野町
南富良野町立南富良野小
学校

● 南富良野町の自然環境を知る

体験学習等を通じ、地域の環境を守るために自分たちができること、人々
の生活や生き物との関わりについて考える
・森を調べる（３年）：野鳥観察、植樹、森の働きについての学習
・水を調べる（３年）：金山ダム見学、イトウについての学習など
・自然博士になろう（４年）：イトウの座学と空知川周辺での体験活動

● ◆

143 ● 上川 南富良野町
南富良野町立南富良野中
学校

● 総合的な学習の時間（環境教育）

環境学習評価計画に基づいた総合的な環境学習（座学・体験学習）を実施
・１学年：地球環境と自然について
・２学年：水と森林の関係について
・３学年：イトウとの関わりの理解・発信

● ◆

144 ★ ● Ｈ19 上川 下川町 下川町 ● 森林環境教育

・町内における自然体験や林業体験など幼児期から高校まで一貫したカリ
キュラムを通して、未来を担う子どもたちに、生まれ育った地域の特性や産
業のしくみを学ぶ場を提供している。
◆主な森林環境教育プログラム
　・森の散策、森の遊び
　・町有林における枝打ち、間伐体験
　・炭焼き、マイ箸づくり、精油の蒸留体験
　・町内林業施設の見学

● ● ● ● ◆ ◆

145 ★ ■ H28 上川 美深町 北海道（上川北部森林室） ●
林業の担い手確保に向けた現地
検討会及び現場実習

美深小学校4年生(20名)、美深中学校3年生(30名)、美深高等学校1年生
(19名)を対象に、高性能林業機械による間伐現場、木質バイオマスボイ
ラー施設、原材料集積場などの見学会を開催。

● ◆

146 ★ ● Ｈ1 上川 幌加内町 幌加内中学校生徒会 ● 古紙回収
・生徒会が主体となり、学年縦割り班ごとに担当地域をまわり、古新聞・雑
誌・段ボールなどを回収、業者に引き渡し。
・リサイクルの大切さを学ぶとともに、生徒の活動資金としている。

● ● ◆

147 ● H12 留萌 留萌市
北海道（留萌振興局）、留
萌リサイクル運動の会

● ● ３Ｒなどの普及啓発
・6月（環境月間）、10月（３Ｒ推進月間）、12月（地球温暖化防止月間）に市
民団体との共催のフリーマーケットのほか、パネル展、エコドライブ体験、
蜜蝋キャンドルづくり等を実施

● ● ◆ ◆ ◆

148 ★ ● 留萌 苫前町
苫前町子ども会育成連絡
協議会

● クリーン作戦
・町内各子ども会(12団体、240人）で清掃活動を実施、環境保全への意識
の高揚を
　図っている。

● ◆

149 ★ ● 留萌 苫前町 苫前中学校生徒会 ● 古紙・空びん回収
・生徒会が主体となり、ＰＴＡの協力も得て、縦割り班で担当地域をまわり、
古新聞・雑誌・空き瓶などを回収、業者に引き渡し。
・リサイクルの大切さを学ぶとともに、生徒会の活動資金としている。

● ● ◆

150 ★ ● H21 留萌 苫前町
北海道（留萌振興局）産業
振興部商工労働観光課

● ● 浜辺の自然観察会

・資源の減少が著しいハマボウフウについて、資源復活の取組を行うととも
に、海岸地帯の自然環境保護、海浜植物に関する啓発普及、コミュニティ
ビジネスの創出を目指し、プロジェクトが推進され、平成２３年度より「資源
復活作戦」として、ハマボウフウの種を採取し、浜への植え付けを実施
・平成２８年度は７月１５日に実施。古丹別小学校２年生１１名が参加。

● ● ◆ ◆
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151 ● H26 留萌 羽幌町
「人と海鳥と猫が共生する
天売島」連絡協議会

● ● ● ● ●
天売島の海鳥保護を目的としたノ
ラネコ対策促進のための協働取組

・ノラネコ対策考え方の周知と、島民の考え方の意見聴取
・島内の関係者等との議論の場の設置と、合意形成の実施
・天売島の猫問題を題材にした環境教育プログラムの作成と実施
・島民と天売猫に関わる人たちの交流・意見股間を行うための島内でのイ
ベント実施
・観光振興に向けた交流機会の創出

● ● ● ◆ ◆ ◆ ◆

152 ★ ● 宗谷 稚内市 稚内市少年自然の家 ● わんぱくチャレンジ
H28年度は小学生196名の子どもたちが集団活動、自然体験を行い、他人
と協力することの大切さ等を学ぶ機会の提供を行った。

● ● ● ◆ ◆

153 ★ ● S61 宗谷 稚内市 稚内市少年自然の家 ● 自然クラブ
H28年度は市内の小学生34名が、学年や学校の壁をこえて地域の子ども
たちが一堂に会し、様々な自然体験を行った。

● ● ● ◆ ◆

154 ★ ● 宗谷 稚内市 稚内市少年自然の家 ● 本気で自然体験
H28年度は21家庭、56名が「氷上穴釣り」を行い、自然の大切さ、自然が生
み出す命の尊さを学んだ。

● ● ● ◆ ◆

155 ★ ● 宗谷 稚内市 増幌小中学校 ● クリーン作戦

農林水産省の事業である「中山間事業」を実施する校区の酪農家の方々と
協働し取り組んでいる。地域の環境保全や農村景観の保持等をねらいと
し、学校では生徒会の取組と位置づけ、保護者も参加し路肩の清掃活動を
している。

● ● ◆

156 ★ ● 宗谷 稚内市 大岬小学校 ● リサイクル活動

父親ＰＴＡが中心となって、企画・運営を行っている。子どもたちが地域の古
紙、缶、瓶を回収し、父親がトラックで搬送している。地域の廃品の回収を
行うことで、地域の方とのコミュニケーションを図るとともに、環境について
考えさせている。

● ● ◆

157 ★ ● 宗谷 稚内市 南小学校 ● ●
環境学習「南小の森」植林活動・緑
の少年団活動

●5年生の「総合的な学習の時間」として、「南小の森」の植林活動や保全
活動としての枝払いなどをしている。Ｈ28年度は森林の役割の学習と枝払
い体験をした。
●クサンル緑の少年団の活動として環境保全活動を行っている。Ｈ28は、
少年団員と希望者で3,000匹のヤマメ稚魚を放流した。また、ホクレン主催
の西海岸清掃事業に参加した。

● ● ◆

158 ● H22�H27 宗谷 浜頓別町 北海道（宗谷総合振興局） ● ベニヤ原生花園自然観察会
・実施者・参加者相互の自然環境保全意識の向上を図るため、ベニヤ原生
花園で、当地のジュニアガイドを活用した自然観察会を実施

● ● ◆ ◆

159 ● 宗谷 中頓別町 中頓別町 ● 中頓別町クリーン作戦
・4月27日～5月10日までを「クリーンアップ週間」と位置づけた町道沿いの
清掃活動の実施。

● ◆

160 ★ ● H27 宗谷 豊富町

稚咲内砂丘林再生検討委
員会（環境省・北海道・豊富
町・稚咲内町内会・認定ＮＰ
Ｏ法人サロベツ・エコ・ネット
ワーク）

● ● ● ● ●

よみがえれ！どんグリーンの森づ
くり（国立公園内のミズナラ植樹活
動）

・国立公園の特別保護地区内で行われている住民・ＮＰＯ・行政協働による
全国的にも珍しい森林の再生プロジェクト。かつての人間活動で失われた
3haのミズナラ林の再生を目指し、子どもからお年寄りまで一緒に現地産ド
ングリから苗木を育て、毎年植樹している。

● ● ● ● ◆ ◆
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161 ● S59 宗谷 礼文町 礼文町 ● 植樹祭
・緑豊かな環境を次世代に引き継ぐために、例年小学校の生徒を含む50
名程度が参加し記念植樹を実施
・H28は約50名が参加し、ハンノキ、ナラ、アカエゾマツ計５００本を植樹

● ● ◆

162 ● 宗谷 幌延町 幌延町立問寒別小・中学校 ● リサイクル活動 ・リサイクル活動を通じ、環境保全への意識の高揚を図る。 ● ● ◆

163 ● 宗谷 幌延町 幌延町立幌延小・中学校 ●
幌延小学校クリーン作戦
幌延中学校クリーン作戦

・町内の清掃活動を実施、自分たちが住んでいる町をきれいにしようという
意識を高め、積極的にボランティア活動に取り組む態度を育てる。
・小中の連携を図り、学校間の交流をする。

● ● ◆

164 ● 宗谷 幌延町 幌延町 ● クリーン作戦 ・町内の清掃活動を実施 ● ● ◆

165 ● H20 ｵﾎｰﾂｸ 北見市
北見市民環境フォーラム実
行委員会

● 北見市民環境フォーラム

・自然環境や地球環境問題等をテーマにフォーラムを開催
・平成28年11月に、家庭におけるライフスタイルや地域特性に応じた効果
的なCO2の削減・抑制方法に関する講演会を実施
・「家庭でできる地球温暖化対策」をテーマに、パネルディスカッションを実
施

● ● ◆

166 ● H4 ｵﾎｰﾂｸ 北見市
常呂川水系環境保全対策
協議会（北見市・訓子府町・
置戸町）

●
常呂川の広域的な環境保全を目
的とした各種取組

・常呂川愛護月間(7月)：河川敷地のごみ拾い、懸垂幕・啓発パネルの展示
等の実施
・常呂川ウォッチング：小学生36名を対象とした水生生物観察、北見市浄
水場施設見学を実施
・常呂川・水かんきょうポスター図案コンクール：小中学生を対象に募集、
318点の応募
・自治体職員向け河川環境セミナーの実施

● ● ● ● ◆ ◆

167 ● H20 ｵﾎｰﾂｸ 北見市 北見市 ● ● こども環境ウォッチング

子ども達が生活と自然環境との関わりについて学び自然環境を大切にす
る心と行動力を育成するため1泊2日で実施、活動の様子を記録したDVD
やポスター等を作成・配布　参加者17名
・１日目：森探検、川遊び・魚とり活動、ネイチャークラフト
・２日目：サロマ湖第2湖口の見学、地産地消調理教室

● ● ◆ ◆

168 ● ｵﾎｰﾂｸ 北見市
北海道（道立青少年体験活
動支援施設ネイパル北見）

● オホーツク自然調査隊
・オホーツク圏の自然観察を通して、自然を守っていくことへの興味関心を
高めるとともに、環境への負荷の少ない生活様式にすることの大切さを理
解することを目的に実施、９名参加

● ● ● ● ◆ ◆

169 ● H16 ｵﾎｰﾂｸ 網走市 網走市 ● リユース展の実施

・市民が排出した粗大ごみの中から使えるものを分別し、再度市民にリ
ユースしてもらう取組を実施。リユース展に併せダンボールなどを利用した
子ども向け工作教室等を実施し、資源の大切さを啓発。
・H28は6月にリユース展と環境展、10月にリユース展とみんなの生活展を
開催

● ● ◆

170 ● H22 ｵﾎｰﾂｸ 網走市 網走市教育委員会 ●
あばしり学講座「網走湖徹底調査
＆網走川下り」

・網走川・網走湖における活動を通じて網走の魅力を再発見・再認識する
こと等を目的に市内小学4～６年生１３名が参加。
・調査船に乗船し、水質調査等を実施、
ボートに乗船し、川下り、水辺の環境学習、人命救助体験を実施

● ◆
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171 ★ ■ H28 ｵﾎｰﾂｸ 網走市 網走市教育委員会 ●

あばしり学講座「美岬の森をたん
けん！～森の巨人オホーツクのヤ
チダモ見学～」

林野庁「森の巨人たち百選」に選ばれた貴重な木（オホーツクのヤチダモ）
を有する美岬の森を探索し、網走の自然の魅力を再発見するとともに、森
林の役割や重要性についても認識を深める。　　　市民　９名参加

● ◆

172 ★ ■ H28 ｵﾎｰﾂｸ 網走市 網走市教育委員会 ●
あばしり学講座「とうふつ湖であば
しり学」

平成17年にラムサール条約湿地に登録された濤沸湖を舞台に、その形成
の歴史やそこに生息する動植物について、環境学習を交えながら郷土の
豊かな自然に触れる。　　　市民　９名参加

● ◆

173 ● H6 ｵﾎｰﾂｸ 網走市 網走市 ●
川と湖の学習館における社会学習
事業

・水産科学センターに併設した学習館において、水産業や水生生物、水環
境などに関するレクチャーを実施
・H28は42回延べ1,503名が参加

● ◆

174 ★ ● オホーツク 遠軽町
NPO法人丸瀬布昆虫同好
会、遠軽町教育委員会

● ● わくわく自然体験教室

・遠軽町丸瀬布地域および白滝地域の児童を中心とした自然体験教室を
地域団体と町教育委員会所属学芸員が協働で実施。昨年度より地域団体
がNPOの認可を受けるとともに、補助金を活用した地域の環境保全活動を
行った。昨年度は、年11回の教室のうち3回のウチダザリガニ防除活動を
中心とした環境保全活動を実施した。今年度も継続の予定。参加者数約40
名。

● ● ◆

175 ● H23 ｵﾎｰﾂｸ 滝上町

滝上町、網走西部森林管
理署西紋別支署、滝上町
森林組合、滝上林業協同
組合

● ● ●
滝上みどりの森林推進協議会にお
ける活動

・小学5年生の児童を対象とした間伐現場の見学、樹齢碑見学、森林・林
業に関する座学、郷土館での学習

● ● ◆

176 ★ ● H25 オホーツク 大空町 大空町立女満別中学校 ● 校区内清掃（湖畔清掃）
・女満別湖畔開きに合わせて湖畔周辺の清掃活動を実施。
・自分たちの地域を知る「ふるさと学習」として行っているが、自然環境保全
活動となり、環境教育にもつながる学習内容としている。

● ● ◆

177 ● H27 十勝 帯広市
学校法人白樺学園白樺学
園高等学校

●
特定外来生物（ウチダザリガニ）の
調査と駆除

・授業で取り扱った生物多様性の概念を野外実習を通じて学ぶため、帯広
の森においてウチダザリガニの調査・駆除活動を実施

● ● ● ◆

178 ● H13 十勝 帯広市
帯広市、帯広市教育委員
会

● 環境にやさしい活動実践校

・学校でできる環境にやさしい仕組みをつくり、みんなで取り組んでいる学
校を、帯広市・帯広市教委が独自に認定する制度
・H28は小学校20中学校14高校１が認定を受け、節電・節水、リサイクル・
資源回収、環境美化、環境学習等に取り組んでいる

● ● ● ◆

179 ● H13 十勝 帯広市
帯広市環境保全推進会
議、帯広市

● ● ● 環境交流会、環境学習会

・市民、事業者、民間団体及び市がパートナーシップを形成し、環境保全行
動や情報交換等を行うことを目的に設立
・H28は環境学習会3回（ジオパーク、自然環境保全地区、一般廃棄物終末
処理場等）、環境交流会（展示、体験ブース等）を開催

● ◆ ◆

180 ● H27 十勝 帯広市 帯広市 ●
出前環境教室の新規講座「日本代
表へ「日高山脈」

・小学5年生の社会科「わたしたちの生活と環境」において、身近な日高山
脈を題材に自然環境などを学ぶ出前教室を実施（1回）

● ◆ ◆

181 ● H26 十勝 芽室町 芽室町 ● 環境学習バスツアー ・町民を対象としたごみ処理施設等の見学会の開催 ● ◆
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182 ★ ● H4 十勝 広尾町 広尾町町内会連合会 ● ● ふるさとクリーン作戦（海浜清掃）
・黄金道路（国道３３６号線）の海浜に漂着したゴミ拾いを行い環境保全を
行った。5月22日実施、161名参加

● ● ◆

183 ★ ● H18 十勝 幕別町 幕別町 ● 全町一斉クリーン作戦 ・町民参加による町道沿い不法投棄ごみの一斉清掃活動を実施する。 ● ● ◆

184 ● 十勝 足寄町
北海道（道立青少年体験活
動支援施設ネイパル足寄）

●
地球環境レスキュー隊〈森と川を
守り隊！〉

・森林や河川での体験活動をとおして、身近な環境を守ることへの興味関
心を高めることを目的に実施、22名参加

● ● ● ● ◆ ◆

185 ● H20 釧路 釧路市 釧路市 ●
春採湖ウチダザリガニ捕獲事業に
おける市民参加行事

・H18・19の生息調査を経てH20より湖全域を対象としたウチダザリガニ捕
獲事業と外来生物について学ぶ講座をセットで実施
・H28は25名が参加し、市立博物館で専門家から講義を受けた後、捕獲や
計測等の体験を実施

● ● ◆

186 ● H18 釧路 釧路市 釧路市 ● エコ教室

・子ども達が地球温暖化などの問題について理解を深めて防止活動に取り
組むきっかけとなることを目的に授業を実施
・H28は電気の仕組みや手回し発電機を使った省エネ体験及びエコ工作
（空き瓶と廃油を活用したキャンドルづくり）を実施

● ● ● ◆

187 ● S53 釧路 釧路市 釧路市 ●
小学４年生用教育資料「きれいなく
らし」作成

・子どもたちに環境問題への理解を深めてもらうため、教育関係者の協力
を得ながら、教育資料を作成、毎年小学４年に配付
・小学校3年生を対象としたポスターコンクールを実施し、金賞受賞者の作
品を次年度の表紙に使用、H28は1,700部作成

● ◆

188 ● H18 釧路 釧路市 釧路市教育委員会 ● 釧路市学校版環境ISO

・子どもたちのさらなる環境意識の向上を図ることを目的に、ISO14001を取
り入れた環境保全行動を、H18から市内全小中学校において実施
・H28は各学校で、年度当初の計画書等に基づき、ごみの減量・分別、ペッ
トボトル回収、校内外の清掃、花壇整備等に取り組み実績報告書を提出、
適合していると認められる学校に認定証を交付。

● ◆

189 ● H22 釧路 釧路市 釧路市動物園 ● ワークショップ「カエルの不思議」

・小学生を対象に、環境変動の影響を最も受けやすい両生類であるカエル
の生態や生育環境について、体験や観察を通じて子ども達の理解を深め
てもらう事を目的に実施。
・H28は園内の産卵場所の観察、卵・幼生の採集、観察・写生、クイズを実
施

● ◆

190 ● S63 釧路 釧路市
釧路市、釧路市自然保護
協会

● ● 大楽毛海岸ハマナス復元事業

・市や協会のほか地元町内会、老人クラブ、業界団体等も参加し、地域ぐ
るみで、現地に自生するハマナスの実生から育てた苗の植栽などを実施
・H28は特別支援学校の生徒22名を含む61名が参加、356鉢の苗の植栽、
てんぐ巣病に罹患した枝の除去を実施。また、自生したハマナスから実を
採取してその種をポット苗に移し、次年度の植栽に向けて市民ボランティア
が苗の育成を行った。

● ● ◆ ◆

191 ● H26 釧路 釧路市
学校法人北海道学院釧路
専門学校

● 釧路自然再発見シリーズの取組
・学生・市民を対象とした講演会、ミニシンポジウム、散策等、シリーズ企画
の実施

● ◆ ◆

192 ★ ● H18 釧路 浜中町 浜中町、町内各学校 ● ● 浜中町学校版環境ISO

・学校が環境教育及び道徳教育などの教育活動全体をとおして、児童・生
徒及び教職員の意識向上を図り、もって環境にやさしい学校づくりに努め
ることを目的とした制度。活動内容を町職員が審査し、環境にやさしい取り
組みを実施していると認められた場合に、町から学校に認定証が贈られ
る。町内にある10校のうち7校が認定されている。

● ◆
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193 ★ ● H18 釧路 浜中町
浜中町、自然の番人宣言
認定団体、中高生ボラン
ティア他

● ● ●
「自然の番人宣言」湿原クリーン作
戦

・浜中町及び自然の番人認定団体(町内企業)等参加者が、霧多布湿原を
中心とした浜中町内の観光景勝地付近の道路脇にポイ捨てされたごみを
一斉し、併せて不法投棄撲滅を目指した「自然の番人」の意識啓発を図る
ため毎年五月下旬頃に実施しています。

● ● ● ◆ ◆

194 ★ ● H1 以前 釧路 浜中町
浜中町、浜中町自治会連
合会

● ● 一斉清掃

・浜中町及び浜中町自治会連合会が、４月下旬及び１０月下旬の一斉清掃
の日に町内各地区の道路、海岸、公共施設の周辺の清掃活動を行ってい
ます。燃えるごみ・燃えないごみ・資源ごみに分別されて収集されたごみ
は、各自治会・町内会単位で浜中町廃棄物最終処分場に搬入されて、可
燃ごみは根室市で焼却処理、不燃ごみは埋立処理、資源ごみは選別後リ
サイクルされます。

● ● ◆ ◆

195 ● 釧路 弟子屈町 弟子屈町内の各学校 ● ジュニアパークレンジャー事業等
・各学校において、川湯エコミュージアムセンター等の協力を得ながら体験
活動を中心とした環境教育を推進
・保育園児から高校生までが参加してオオハンゴンソウの駆除活動を実施

● ◆ ◆

196 ● H22 釧路 弟子屈町
特定非営利活動法人ましゅ
うの里

● 摩周湖外輪山再生事業
・樹木の立ち枯れが目立つ摩周湖外輪山への植樹。NPO会員の他、民間
有志がボランティアで参加
・事業費は町がふるさと納税を活用して補助金として交付

● ● ◆ ◆ ◆

197 ● H18 釧路 弟子屈町
弟子屈町、道立総合研究
機構環境科学センター

● ● 摩周湖周辺等の環境モニタリング

・摩周湖外輪山の立ち枯れ原因調査を主な目的として、湖周辺の大気汚
染j状況、屈斜路湖の水質調査（H26～）を町と道総研の共同研究として実
施
・H28は大気汚染調査、霧水調査、枯損木調査、屈斜路湖水質調査を実施

● ◆ ◆ ◆

198 ● H19 釧路 弟子屈町 弟子屈町 ● ● 弟子屈町名木ツアー

・地域の象徴として親しまれている木や、歴英的な木、景観の優れた木な
どを募集し、選考を経てH18に14本の名木を指定、H19～年２回、根釧西部
森林管理署と共催で名木ツアーを実施
・H28は春のツアーに33名、秋のツアーに22名が参加

● ● ● ● ◆ ◆

199 ● H18 釧路 弟子屈町 弟子屈町 ● ● 摩周湖クリーンウォーク

・摩周湖、硫黄山、屈斜路湖周辺に捨てられている廃棄物の回収を参加者
がウォーキングを楽しみながら実施するもので、「シーニック・バイウェイ北
海道・釧路湿原阿寒摩周ルート」の弟子屈エリアの活性化事業の一環とし
て実施
・H28は660名が参加し、廃棄物340Kgを回収

● ● ● ◆ ◆

200 ● H25 釧路 弟子屈町 弟子屈町 ● ●
学校給食センター雪氷冷熱環境教
育事業

・改築した中学校と併設する学校給食センターに雪氷冷熱冷房を導入、CO
２の削減を図るとともに、環境教材としても活用
・H28は中学３年生を対象に理科授業の一環として設備の概要説明、見
学、冷風体験などを実施

● ● ◆

201 ● H18 根室 根室市
根室市立海星小中学校（小
中併置校）

● 春国岱の清掃

・小3～中３までがグループに分かれて海岸線、駐車場などのごみ拾いを
実施。
・その後高学年はごみの数量や分類調査を、低学年は鳥や植物の観察
会、ライフジャケットの講習会を実施

● ◆

202 ● 根室 根室市 根室市立啓雲中学校 ●

①強歩遠足（H6より）
②クリーン＆グリーン啓雲（H10よ
り）

①ごみ拾いをしながらの遠足（H27は荒天により中止）
②春と秋に生徒会の呼びかけで校内及び通学路の清掃活動・花壇整備を
実施（春62人、秋27人参加）

● ● ◆

203 ● 根室 根室市 根室市立光洋中学校 ●
①クリーン光洋
②健脚大会

①全生徒、PTA、教職員で校区の清掃活動を実施
②納沙布半島先端の24kmまでをごみ拾いをしながらゴールを目指す

● ● ◆
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204 ● H25 根室 根室市 根室市立歯舞小中学校 ●
①クリーンアップはぼまい
②資源回収

①根室半島の自然を守るため、小中全生徒が、学校から納沙布岬までの
清掃活動と、環境保全のための学習を実施
②環境を守るリサイクル活動について考えるため、小学５年以上の児童
が、春と秋に1回ずつ資源ごみを回収し業者に販売、

● ● ● ● ◆

205 ● H19 根室 根室市 落石漁業協同組合 ● 海岸清掃
落石漁業協同組合を主体とし、落石小学校・漁協女性部が共同で海岸清
掃、水産・森林・木育学習等を実施

● ◆ ◆

206 ● H27 根室 根室市
根室地区子ども会育成連
絡協議会

● ● 根室管内地域子どもの会のつどい ・小学生を対象とした落石岬自然観察会（フットパス）の実施 ● ● ◆

207 ● H9 根室 根室市
根室市、根室振興局、国立
環境研究所

● ● ●
エコスクール・地球環境モニタリン
グステーション落石岬見学会

・子ども達が地球温暖化んどについて理解を深めることにより、環境保全
の重要性などを学んでもらうことを目的とした環境学習会を開催
・落石小学校の5・6年生がﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｽﾃｰｼｮﾝで施設見学と二酸化炭素の学
習、PHの実験を行うとともに、小学校で環境学習会と自転車発電体験を実
施

● ◆

208 ★ ● 根室 標津町
川北幼稚園、川北小学校
川北中学校

● 幼・小・中合同ボランティア
環境教育の一環として、川北中学校生徒会が主体となり、全児童・生徒、
職員で川北地区の清掃活動を実施。

● ● ● ◆ ◆

209 ★ ● 根室 標津町 標津高等学校 ●
①標津高校第１学年総合学習
「野付半島巡検」

①野付半島の自然を守るため、生徒が野付半島の清掃活動を実施。 ● ● ◆

210 ★ ● 根室 標津町
標津町産業環境に関する３
者会議

●
環境保全推進事業「標津町内標津
川河口清掃」

標津町、標津町農業協同組合、標津漁業協同組合の３者で標津川の上流
部、河川、河口、海岸でのゴミ拾い活動を通して水産資源の保全や環境美
化の向上を図る。（約110名参加）

● ● ◆ ◆

211 ★ ● H22 道内 道内 各地

北海道コカ・コーラボトリン
グ（株）、北海道、（公財）北
海道環境財団

● ● ● ● ● ● ● 北海道e-水プロジェクト

・北海道内の水環境保全活動を行う団体を支援するため、北海道コカ・
コーラボトリング（株）が販売するコーヒー「ジョージアサントスプレミアム北
海道限定デザイン」の売上から寄付を原資として助成制度を運用
・この助成制度によりそれぞれの地域や流域で水環境保全活動が実施さ
れている。

● ● ● ● ◆ ◆

212 ★ ● H26 道内 道内 各地
北海道ラムサールネット
ワーク

● ● ● ● ● しめっちカルタの作成

・北海道内の13あるラムサール条約湿地周辺の子どもたちから、読み・絵
を募集し、湿地を学習するためのカルタを作成
・各地でカルタ取り大会が開催されたほか、原画展も各地のビジターセン
ターなどで開催された

● ● ● ◆ ◆

213 ★ ● H16 道内 道内 各地 （公財）北海道環境財団 ● ● ● ● ● 地球温暖化ふせぎ隊

・身近な生活環境の中での取り組みを広げていくことを目指して、環境学習
プログラムの作成、実施、普及に向けた活動などをボランティアスタッフと
共に実施
・主な活動資金は、サッポロドラッグストアーなどからの寄付により実施し、
夏冬の1日プログラムなどの制作を行った。

● ● ● ◆ ◆

214 ● H20 道内 道内 各地
コープさっぽろ（コープ未来
（あした）の森づくり基金）

●
コープ未来（あした）の森づくり基金
の環境活動

一人一人の環境への意識が本道に森林保全につながる仕組みを目指し、
基金設立。レジ袋１袋辞退につき0.5円を基金に寄付
・10カ所のコープの森での植樹祭
・植樹祭経験者「あすもりサポーター」による、「森づくりワークショップ」の企
画・実施
・あすもりサポーター通信の発行
・一般市民向け広報冊子「モリ＊イク」の発行

● ● ● ● ◆ ◆
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215 ● H27 道内 道内 各地
北海道セイヨウオオマルハ
ナバチ対策推進協議会

● ● ● ●
特定外来種生物セイヨウオオマル
ハナバチ駆除拡大事業

・自治体、企業、市民、活動団体等との情報交換の場としてセミナーを開
催。
・駆除体験会の実施地域を拡大して実施。
・普及啓発ツールを活用して一般市民を対象とした活動報告を実施。

● ● ● ● ◆ ◆

216 ★ ● H24 道内 道内 各地

北海道、北海道森林管理
局、公益社団法人北海道
森と緑の会

● ● ● 北海道・木育フェスタ
・北海道植樹祭の実施、森林体験や木育教室・木工体験など、｢森林づく
り｣や｢木づかい｣イベント等の開催

● ● ● ● ◆ ◆

217 ● H22 空知 空知管内など

NPO法人ふらっと南幌
ほろむい七草の会
いしかり湿地ネットワーク
ほか

● ● ●
石狩川下流に残存する高層湿原
環境の保全・再生

・湿原再生地（幌向地区・直轄河川）に導入する湿原植生の育苗準備
・高校生等を対象としたフットパス行事と組み合わせた環境学習会の開催

● ● ● ● ◆

218 ● H12 石狩 石狩管内
NPO法人北海道グリーン
ファンド

●

環境イベント等の機会を活用して
取り組む分かりやすいエネルギー
教育

自然エネルギーや省エネルギーに関しての理解を深め、エネルギーリテラ
シーの醸成を目指した普及啓発事業を実施
・自治体が主催する環境イベントでのエネルギー教育（家庭での省エネ、
風力発電体験、ワークブック等）
・市民風車を活用した小学校２校での環境教育

● ● ◆

219 ● H27 石狩 石狩管内など

NPO法人北海道環境カウ
ンセラー協会・環境学習
フォーラム北海道

●
南幌高等学校での出前授業～南
幌の自然の保全と再生に向けて～

・南幌高等学校において1年生を対象にNPO法人南幌ふらっととの共催で
「生物基礎」及び「生態系の保全」についての環境学習を実施、28名が参
加

● ● ● ◆ ◆

220 ★ ■ H28 石狩 石狩管内など

NPO法人北海道環境ｶｳﾝｾ
ﾗｰ協会、公益社団法人北
海道産業廃棄物協会、ｴｲ
ﾁ・ｲｰ・ｴｽ推進機構、ｴｺｱｸ
ｼｮﾝ21地域事務局北海道

● ● 産廃処理業者優良認定支援事業

産廃処理業者の優良認定取得を支援するため、関連する4団体で単年度
協働モデル事業を実施した。入門講座参加者7社9人、専門講座3社5人、う
ち2社が優良認定申請を準備中。（1社は本講座後の個別相談受講により、
5月中にエコアクション21認証取得予定）

● ● ◆ ◆

221 ★ ■ H28 石狩 石狩管内など

NPO法人北海道環境カウ
ンセラー協会、NPO法人北
海道グリーンファンド

●

地球温暖化防止講演会
「パリ協定を踏まえた日本の気候
政策」と「消費者の環境貢献度が
つくる新市場へのアプローチ」

【パリ協定を踏まえた日本の気候政策】
講師：環境省地球環境環境局総務課低炭素社会推進室　室長補佐　鈴木
啓太　氏
　【消費者の環境貢献度がつくる新市場へのアプローチ】
　～もっと身近に！普段のお買い物を通して環境貢献～
講師：カルネコ株式会社　代表取締役社長　加藤　孝一　氏

● ● ◆ ◆

222 ★ ■ H28 石狩 石狩管内など

NPO法人北海道環境カウ
ンセラー協会、環境省北海
道環境パートナーシップオ
フィス

● ● ● 平成28年版環境白書を読む会

環境省の環境白書の内容を広く多くの皆さんに知っていただくために「環境
白書を読む会」を環境省北海道環境パートナーシップオフィスと当協会の
共催で開催。

● ● ◆ ◆

223 ★ ● H22 石狩 札幌市 函館市 新十津川町
北海道グリーン購入ネット
ワーク

● Greener Week

市民・道民の環境意識をさらに高め、持続可能な循環型社会形成など市
民を巻き込んだ行動によって地球環境の保全をより強力に推進するため
のイベント期間「Greener Week 2016」を実施し、多くの団体と連携を図り多
彩なプログラムを展開
・イベントを通してカーボンオフセットや3Rを紹介
・森林体験を通して生物多様性の重要性を学ぶ
・植林体験
・買い物体験を通して生物多様性を学ぶ

● ● ● ◆ ◆ ◆

224 ● H8 後志 ニセコ町・蘭越町
NPO法人しりべつリバー
ネット

●

尻別川流域全体の環境保全等の
ための、勉強会、自然体験活動、
環境教育等を実施

・防災勉強会、フットパス、清掃活動 ● ● ● ● ◆
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225 ★ ■ H28 後志 後志管内
後志地域生物多様性協議
会

● 外来種の分布調査
・特定外来生物ウチダザリガニの河川等への侵入を把握するため、水中の
環境ＤＮＡを検出し、分布確認調査を実施。

● ● ◆

226 ● H18 胆振 胆振管内 北海道（室蘭建設管理部） ● 美々川環境学習
・駒里中学校～2015美々川まもり隊～」を開催、室内学習と屋外の体験学
習を組み合わせ、源流部とウトナイ湖の自然環境の変遷や自然再生の取
組を学ぶプログラムを実施。

● ◆

227 ● H10 檜山 檜山管内
北海道（檜山振興局）、檜
山造形教育研究会

● ● ひやまリサイクル工作コンクール
・地域のリサイクル活動及び環境行動の実践を推進するため、檜山管内小
学生を対象としたリサイクル工作作品募集、各町での展示会を実施
・Ｈ10～Ｈ28までの19年間で、延べ4,989名が応募

● ◆ ◆

228 ● H27 留萌 留萌管内 北海道（留萌森林室） ●

道有林における将来の担い手確
保に向けた子ども達の林業現場見
学

・林業に対する理解促進を図るため、地元小学校の児童を対象とした森林
教室を国有林内で開催

● ◆

229 ★ ■ H28 オホーツク 網走市 大空町 美幌町 津別町 網走川流域の会 ●
網走川流域一斉清掃
流域学習会の開催

・網走川流域のすべての自治体（網走市、大空町、美幌町、津別町）で一
斉清掃を行い、約1tのごみを回収。平成28年6月実施、参加者：447名。
・人と自然が産業が共存する網走川流域社会を目指して、流域住民の小
学生・保護者を対象として、流域学習会を開催。

● ● ● ● ◆ ◆

230 ● H20 十勝 十勝管内 十勝総合振興局 ● 「もっとエコなとかちづくり」等

・帯広広小路商店街振興組合等が開催するおびひろ広小路ビアガーデン
会場にて、「ガイアナイトｉｎおびひろ」として電灯を消灯し、ろうそくの灯りの
中で地球温暖化防止について考えるイベントを実施(帯広市と共催)
・帯広市及び帯広市環境保全推進会議が主催する環境関連イベント「とか
ち・市民環境交流会」の展示コーナーへの出展、体験コーナーでの子ども
向けエコ体験教室の開催
・（一社）カンナ・カンナ及び（公社）北海道環境財団等と共催し、北海道地
球温暖化防止活動推進員等の協力を得て、あかりをテーマに温暖化問題
について考える講話及びキャンドル作り体験の実施

● ● ● ◆ ◆
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